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お
や
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
 

家
族
の
絆
や
学
区
の
異
な
る
児
童
等
 

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
「
お
や
こ
体
 

験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
好
間
町
北
好
間
の
大
和
田
自
然
農
 

園
で
、
小
学
生
等
と
そ
の
保
護
者
 

十
六
家
族
・
四
十
七
名
が
参
加
し
、
 

ピ
ッ
ツ
ア
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

 
作
業
台
に
米
粉
を
ま
ぶ
し
て
、
ピ
 

ザ
生
地
を
麺
棒
で
こ
ね
こ
ね
。
 

 
ま
ぁ
～
る
い
形
の
生
地
に
ト
マ
ト
 

ソ
ー
ス
や
具
材
を
盛
り
付
け
て
。
ト
 

マ
ト
ソ
ー
ス
を
た
っ
ぷ
り
塗
っ
て
、
 

自
分
好
み
の
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
コ
ー
ン
、

パ
プ
リ
カ
等
を
盛
り
つ
け
し
て
て
、

 

 

 

最
後
に
チ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ
り
と
。
 

 
レ
ン
ガ
造
り
の
石
窯
は
、
薪
の
香
 

り
と
と
も
に
、
少
し
肌
寒
い
園
内
を
 

を
暖
か
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
家
族
で
作
っ
た
ピ
ザ
が
焼
き
上
が
 

る
様
子
を
窯
を
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら
、

わ
く
わ
く
感
で
い
っ
ぱ
い
。
 

 
順
番
に
焼
き
あ
が
る
ま
で
、
竹
馬
 

や
け
ん
玉
遊
び
。
さ
す
が
小
学
校
等
 

で
遊
び
な
れ
て
い
る
児
童
は
、
弟
や
 

妹
に
や
り
方
を
教
え
て
く
れ
る
様
子
 

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
お
母
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
 

「
さ
ぞ
、
兄
弟
仲
は
い
い
ん
で
し
ょ
 

ね
」
「
い
え
い
え
、
家
の
中
で
は
兄
 

弟
げ
ん
か
ば
か
り
で
す
」
 

 
家
庭
で
、
兄
弟
げ
ん
か
を
し
な
が
 

ら
、
人
間
関
係
を
自
然
に
学
ん
で
い
 

る
光
景
が
浮
か
び
ま
す
。
 

お
や
こ
体
験
教
室
 

「
手
作
り
ピ
ッ
ツ
ア
に
 

 
 
 
 
 
挑
戦
‼
」
 

おやこで一緒に挑戦 ‼ 

メディアに 
対する心構え 

メ
デ
ィ
ア
社
会
と
正
し
く
向
き
合
う
わ
た
し
た
ち
い
わ
き
市
民
は
、
 

  
１
 
メ
デ
ィ
ア
を
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
 

 
１
 
メ
デ
ィ
ア
を
賢
く
使
い
ま
す
。
 

 
１
 
メ
デ
ィ
ア
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
す
。
 

 
１
 
メ
デ
ィ
ア
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
自
分
を
守
り
ま
す
。
 

 
１
 
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
二
九
年
三
月
制
定
）
 

 
好
間
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
 

議
会
と
好
間
公
民
館
の
共
催
で
、
十
一
 

月
十
九
日
に
、
好
間
第
一
小
学
校
体
 

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
各
学
区
子
ど
も
会
の
会
員
、
十
四
 

チ
ー
ム
、
百
五
名
が
参
加
し
て
、
小
 

学
一
・
二
年
生
ク
ラ
ス
、
三
・
四
年
 

生
ク
ラ
ス
、
五
・
六
年
生
ク
ラ
ス
の
 

三
つ
に
分
か
れ
て
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
 

大
人
が
回
す
大
縄
を
参
加
児
童
が
三
 

分
間
で
跳
ん
だ
回
数
を
競
い
ま
し
た
。
 

 
秋
深
ま
る
季
節
に
、
児
童
や
大
人
 

の
歓
声
が
飛
び
交
う
「
ス
ポ
ー
ツ
の
 

秋
」
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

 
 

★
一
・
二
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
下
組
低
学
年
Ａ
 

 
準
優
勝
 
二
小
低
学
年
Ａ
 

 
第
三
位
 
下
組
低
学
年
Ｂ
 

 
第
三
位
 
中
好
間
Ｄ
 

 

★
三
・
四
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
二
小
中
学
年
Ａ
 

 
準
優
勝
 
下
組
中
学
年
Ｂ
 

 
第
三
位
 
中
好
間
Ｂ
 

 
第
三
位
 
二
小
中
学
年
Ｂ
 

 ★
五
・
六
年
生
ク
ラ
ス
 

 
優
 
勝
 
下
組
高
学
年
Ａ
 

 
準
優
勝
 
二
小
高
学
年
Ａ
 

 
第
三
位
 
中
好
間
Ａ
 

 
第
三
位
 
二
小
高
学
年
Ｂ
 

 
 

ル
の
コ
ー
ト
内
で
元
気
に
走
り
回
っ
 

て
い
る
姿
は
、
プ
レ
ー
を
す
る
児
童
 

に
と
っ
て
も
、
応
援
す
る
保
護
者
等
 

に
と
っ
て
も
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
 

ら
体
育
館
内
が
歓
声
や
歓
喜
に
沸
い
 

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
去
る
一
月
七
日
に
、
平
成
三
十
年
 

好
間
地
区
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
成
人
式
実
行
委
員
の
中
に
は
、
 

好
子
連
の
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
に
参
 

加
し
た
り
、
地
域
の
お
盆
明
け
の
お
 

祭
り
「
好
間
わ
っ
し
ょ
い
‼
」
に
行
 

っ
た
思
い
出
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ
 

と
。
地
域
行
事
名
が
、
成
人
式
記
念
 

行
事
名
「
好
間
わ
っ
し
ょ
い
！
イ
ェ
 

ェ
ェ
～
イ
‼
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

新
成
人
の
幼
心
に
、
小
学
校
時
代
の
 

思
い
出
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
地
域
 

の
催
し
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
 

で
す
。
 

 
少
子
高
齢
化
社
会
が
さ
ら
に
進
む
 

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
地
域
の
 

子
ど
も
は
、
地
域
で
育
む
環
境
づ
く

り
」
が
大
切
と
な
っ
て
き
て
い
る
昨
 

今
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
て
家
 

族
が
会
す
る
同
大
会
は
、
大
切
な
機
 

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

第
二
十
一
回

好
子
連
 

 

大
な
わ
と
び
大
会
 

好
間
町
子
ど
も
会
 

親
善
球
技
大
会
 

（
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）
 児童も大人も白熱した大会 

 
好
間
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
 

会
（
近
江
誠
幸
会
長
）
で
は
、
広
く
 

好
間
地
区
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
 

ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
て
青
少
年
 

の
健
全
育
成
と
体
力
の
向
上
を
図
り
 

な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
 

に
、
親
善
球
技
大
会
を
毎
年
開
催
し
 

て
い
ま
す
。
 

 
七
月
二
日
に
好
間
第
一
小
学
校
体
 

育
館
を
会
場
に
、
好
間
地
区
児
童
 

百
三
十
人
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
高
学
年
と
低
学
年
の
部
、
そ
れ
ぞ
 

れ
予
選
を
行
い
、
上
位
二
チ
ー
ム
が
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
 

 
チ
ー
ム
ご
と
に
色
と
り
ど
り
の
ビ
 
 

ブ
ス
を
着
た
児
童
が
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
 

 

飛ぶタイミングがピッタリ！ 

愛

の

一

声
 

（
あ

い

さ

つ
）
運
動
 

第10回 
いわき市青少年育成大会 
～生かそう、きずな。未来のために！～ 

 

大会宣言 

一人ひとりの大人が 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
 

成
を
目
指
す
本
会
は
、
「
愛
の
一
声
 

（
あ
い
さ
つ
）
運
動
」
を
、
好
間
中
 

学
校
（
齋
藤
洋
子
校
長
）
の
教
諭
や
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
六
月
、

十
月
、
十
一
月
に
延
べ
十
三
日
間
、
 

本
会
会
員
等
の
百
七
名
が
参
加
、
実
 

施
し
ま
し
た
。
 

 
中
学
校
の
正
門
と
西
門
の
前
で
、
 

朝
七
時
二
十
分
か
ら
四
十
五
分
ま
で
、

地
域
住
民
で
組
織
し
た
本
会
会
員
と
 

学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
生
徒
達
 

と
元
気
に
朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
 

ま
し
た
。
 

 
あ
い
さ
つ
運
動
で
、
生
徒
の
皆
さ
 

ん
の
登
校
時
の
あ
い
さ
つ
か
ら
感
じ
 

取
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
 

た
。
部
活
で
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
、

少
し
人
見
知
り
な
の
か
な
、
は
つ
ら
 

つ
と
し
て
い
る
な
、
今
日
は
少
し
元
 

気
が
な
さ
そ
う
だ
な
、
礼
節
を
わ
き
 

ま
え
て
い
る
な
、
生
徒
達
の
声
に
耳
 

を
傾
け
て
い
る
と
、
大
人
も
感
じ
と
 

れ
る
こ
と
が
さ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

「
地
域
で
守
り
育
む
環
境
づ
く
り
」
 

の
一
環
と
し
て
、
同
事
業
を
継
続
し
 

て
い
き
ま
す
。
言
葉
を
声
に
出
す
こ
 

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
一
日
の
始
 

ま
り
に
、
家
庭
で
第
一
声
を
聞
く
こ
 

と
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
 

我
が
子
の
様
子
に
気
付
く
き
っ
か
け
 

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 

１
 
積
極
的
に
発
言
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
い
社
会
 

 
 
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

 １
 
次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
で
強
い
心
を
持
 

 
 
っ
て
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、
家
庭
、
学
校
、
地
 

 
 
域
社
会
等
の
連
携
に
努
め
ま
す
。
 

 １
 
青
少
年
の
心
に
寄
り
添
い
、
交
流
を
深
め
、
青
 

 
 
少
年
が
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
 

 
 
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

兄妹、おやこでの竹馬遊び 

地域の活力を生む 生徒 


